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概要:代表的な熱可塑性樹脂であるポリ塩化ビ、ニルを種々の可塑剤で

可塑化した場合のPVCの 損失係 数 (t a 

塑剤聞の相互作用との関係を調べた。 その結巣、 PVCとの相溶性 ・

分子構造を考慮した可塑剤の選択により高t a nδを発現する材料の

設計が可能となりうる。 さらに、可塑剤の複合化では不充分な材料 設

計を補うべく、ポリマーアロイによるt a nδの操作を検討した。 そ

の結果、ポリマーアロイによるPVCの振動吸収材としての 設計の可

能性も示唆された。

PV C . 振動吸収材， 可塑剤， 損失係数

1 . はじめに

ゴム ・ プラスチックといった高分子材料はその分子運動により振動エネルギーを熱エ

ネルギーに変換する能力が高いこと から、振動吸収材としては 優れた素材として位置づ

け られる。 高分子材料の分子運動を表わす粘弾性挙動の温度依存性 ( 図 1 )を見てみる

と、非流動領域において、ガラス転移

域での主鎖のミクロブラ ウン運動に起

因する熱エネルギーへの変換効率が 最

も高く， すなわちt a nδが 最も大き

くなる。 よって、高分子材料を振動吸

収材として 設計する場合、材料の使用

温度域にガラス転移域， すなわちt a 

nδのピーク温度域を合わせることが

重要で ある。 主鎖のミクロブラウン運動は分子の非晶部分による運動で あることから、

結晶 性高分子よりも非晶性高分子のほうが相対的にこの領域でのt a nδは大きく、 材

料 設計上は非晶性高分子のほうが 有利と言える。

ポリ塩化ピ、ニル (以下、PVCと記す)は非品性の汎用高分子としてその存在は 広く

知 られている。 し かも可塑剤との併用によりPVCの柔軟性， すなわち 粘 弾性挙動を あ
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図1 一般的な高分子の運動性と温度の関係
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